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　　【目的】超持久運動の生体に与える影響については、
トライアスロンやウルトラマラソンなどにおける多数
の研究がある．しかし、原動機を用いるモータ・・…レー
スにおける生体の変化についてはよく知られていない．
今回我々は、真夏に行われる鈴鹿8時間耐久レースが
生体に与える影響を調べ、トライアスロンレースにお
ける変化と比較検討したので報告する．
　　【方法】我々は、1gg　1年8月に行われた’b時間耐久
オートバイレース㎏耐）”の1チームを選び、検査を
行った．このレースは、2名の選手が交替で1台のバイ
クを8時聞運転し続け、その総合運転距離にて順位を競
うものである。レー・■ス中、2名の選手は1回1時間前後で
交替し、4回つつ乗車した．レース畝および交替時
　（降車直後）に採血を行い、血清酵素、白血球数、体
温、体重を測定した．持久運動としての比較対象は
1gg1年のびわ湖アイアンマン　ジャパン　トライアス
ロンレース（r）に完走した男性30人とした。Tの平均
競技下聞は11時間18分であった．
　　【結果、考察】8耐における運転弔問は、2名による
交替運転であるため、1人での走行時聞はトPtタル約薯
時間であった。つまりレースの所要時間は8耐の方がT
より短いことになる。しかし、レーサーのCKを始め
とする血清酵素の上昇は、Tと同等であった。　CK等
の血清酵素の上昇は、筋障害の程度を示唆するものと
考えられ、8耐がエンジンを用いるスポーツではあるも
のの、筋障害のレベルはTに匹敵すると予想された．
また、夏期の昼問から夕刻にかけてのレースであり、
気温も高く、かつ、レーシングスー・■ツを着用しなけれ
ばならないため、最高体温は書。度まで上昇した．経口
による水分摂取を強く促したにもかかわらず、発汗に
よる体重減少は著明であり、2人の体重減少はレV・…ス前
の2．8％、一3．2％であった．以上より、このオートバイ
レースにおいて、血清酵素の上昇、体温の上昇、脱水
傾向が認められたことから、レーサーはうつ熱状態に
あったと考えられた．この状態は、レース中の集中力
の低下を引き起こす可能性があり、生命に関わる事故
に繋がることも考えられる．その予防のためにも、バ
イタルサインのチェックは頻回に行われるべきであり、
クーリンダと、充分な水分補給が必要だと思われた．
　近年、MRSAの院内感染問題が取り上げられ
ることが多くなった。　本院でもMRSA院内感
染対策マニェアルが作成、配布され、隔離、消毒
などの対策もなされている。　今回申央検査部微
生物検査室の協力により、1990年9月から1991年12
月のデータを得ることが出来たので、この両者よ
り、本院MRSA検出頻度の統計を報告する。
　1990年は平均50．75人／月（4カ月間平均）、
1991年は平均47．85人／月（年間平均）で、増減は
殆ど認められなかった。　年間の病棟別MRSA
検出患者数の分布は1990年と1991年でほぼ同じパ
ターンを示し、外科、内科、泌尿器科、脳神経外
科に検：出患者数が多かった。　MRSA検出患者
の年間総数は、中検データでは1990年4カ月間合
計131人、1991年年間合計324人で増減は正確には比
較出来なかったが、4カ月間合計を単純に3倍し
て12カ月に合わせると393人となり、減少は見られ
ないので、さらに感染防止に努力する必要がある
と考えられた。　医局会アンケートでは1991年は
MRSA院内感染症は年間65人であった。　医局
会アンケートによるデータは中検のデータの約1！5
と少数であるが、中検データでは既に感染してい
て入院時に持ち込まれた場合や常在菌を検出しM
RSA感染症でない場合などを含んでいると思わ
れ、実数は医局会の65人程度と考えられた。　中
野データによると外来では、耳鼻咽喉科、皮膚科、
泌尿器科に検出数が多く、皮膚、鼻咽腔に常在し
ているMRSAが検出されたものと考えた。　ま
たMRSA感染症の持続期間の参考とするため、
同一患者名でMRSAが検出された月の数をカウ
ントしたところ、7割以上の患者は1カ月以内にM
RSAが検出されなくなると考えられた。　医局
会アンケートによるデータと中田データのそれぞ
れの1カ月分のデータを基にした、病棟別検出患
者数のプロットは、大体において同じ分布パター
ンを示した。今後は、1992年度からは感染症対策
委員会の定める感染症報告により、一層詳細な統
計調査が可能となるであろう。
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